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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 10月 1日 (2004.10.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 処 置 に 際 し 、 血 管 に 経 皮 挿 入 さ れ る フ ィ ル タ 装 置 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 遠 位 端 と 近 位 端 と 、 遠 位 端 か ら 近 位 端 ま で 内 腔 と を 有 し 、

案 内 部 材 と 、
　 （ ｂ ） 血 流 か ら 物 質 を ろ 過 す る フ ィ ル タ 手 段 で あ っ て 、 前 記 案 内 部 材 の 内 腔 内 に 配 置 さ
れ る 手 段 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 案 内 部 材 の 内 腔 か ら 血 管 の 血 流 内 へ 前 記 フ ィ
ル タ 手 段 を 展 開 し 、 工 程 が 完 了 す る と 前 記 フ ィ ル タ 手 段 を 引 っ 込 ま せ る 手 段 と 、
　 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 展 開 手 段 は 作 動 組 立 体 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ 装
置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 作 動 組 立 体 は 作 動 部 材 と 作 動 要 素 と を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の フ
ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 作 動 要 素 は 人 に よ っ て 移 動 さ れ る こ と が 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記
載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 作 動 要 素 は 取 り 外 し 可 能 な ク ラ ン プ セ ッ ト に よ っ て 移 動 さ れ る こ と が 可 能 で あ る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 作 動 要 素 は 前 記 案 内 部 材 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の フ ィ ル タ
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 作 動 要 素 は 開 口 指 示 器 と 閉 口 指 示 器 と 後 退 指 示 器 と を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求

前 記 前 記 延 在 す る 前 記
遠 位 端 は 医 師 又 は 臨 床 家 に よ っ て 定 義 さ れ る 曲 率 を 維 持 す る の に 十 分 な 程 度 の 弾 力 性 を 有
す る 非 外 傷 性 の 先 端 部 で あ る

且 つ 近 位 端 と 遠 位 端 と を 有 す
前 記 非 外 傷 性 の 先 端 部 を 通 じ て

す る



項 ３ に 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 フ ィ ル タ 手 段 は フ ィ ル タ を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ 装 置
。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 展 開 手 段 は と 接 続 さ れ た 作 動 部 材 を 具 え 、 前 記 作 動 ヘ ッ ド は 前 記 フ
ィ ル タ 手 段 と 連 通 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 フ ィ ル タ 手 段 は 、 該 フ ィ ル タ 手 段 の 端 部 を 開 口 す る た め の 手 段 を 具 え る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 開 口 す る た め の 手 段 は 偏 倚 部 材 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の フ ィ
ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 （ ａ ） 遠 位 端 と 近 位 端 と 、 前 記 遠 位 端 か ら 近 位 端 ま で 延 在 す る 内 腔 と を 具 え

案 内 部 材 と 、
　 （ ｂ ） 該 案 内 部 材 と 接 続 さ れ た 作 動 組 立 体 で あ っ て 、
　 　 　 （ ｉ ） 前 記 案 内 部 材 の 内 腔 内 に 配 置 さ れ 作 動 部 材 と 、
　 　 　 （ ｉ ｉ ） 前 記 案 内 部 材 の 遠 位 端 と 前 記 作 動 部 材 と に 接 続 さ れ た 作 動 機 構 と 、
　 を 具 え る 作 動 組 立 体 と 、
　 （ ｃ ） 前 記 内 腔 の 中 に 配 置 さ れ

フ ィ ル タ 組 立 体 で
　 　 　 （ ｉ ） 開 口 部 が 形 成 さ れ た 近 位 端 を 具 え る フ ィ ル タ と 、
　 　 　 （ ｉ ｉ ） 前 記 フ ィ ル タ の 近 位 端 と 前 記 作 動 部 材 に 接 続 さ れ た 複 数 の 支 柱 で あ っ て
、 該 複 数 の 支 柱 の 少 な く と も 一 つ は 前 記 開 口 部 を 開 口 す る よ う に 偏 倚 さ れ る 複 数 の 支 柱 と
、
を 具 え る フ ィ ル タ 組 立 体 と 、
を 具 え る こ と を 特 徴 と す る フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 作 動 部 材 は 前 記 案 内 部 材 の 内 腔 内 に 部 分 的 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
２ に 記 載 の フ ィ ル タ 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 処 置 に 際 し 、 血 管 フ ィ ル タ 装 置 を 操 作 す る 方 法 で あ っ て 、
　 （ ａ ） 処 置 に 際 し 接 触 さ れ る 患 者 の 血 管 の 遠 位 の 一 部 に お け る 脈 管 構 造 の 中 に フ ィ ル タ
装 置 を 挿 入 す る 工 程 で あ っ て 、
　 　 （ ｉ ） 近 位 端 と 遠 位 端 と 前 記 遠 位 端 か ら 延 在 す る 内 腔 と を 有

案 内 部 材 と 、
　 　 （ ｉ ｉ ） 前 記 案 内 部 材 の 前 記 遠 位 端 に お け る 内 腔 内 に 配 置 さ れ た フ ィ ル タ と
　 　 を 具 え る フ ィ ル タ 装
置 を 挿 入 す る 工 程 と 、
　 （ ｂ ） 前 記 フ ィ ル タ を 前 記 内 腔 内 か ら 前 記 血 流 内 へ 展 開
し 、 処 置 取 り 除 く 物 質 を 捕 獲 す る 工 程 と 、
　 （ ｃ ） さ れ た 物 質 が 前 記 フ ィ ル タ か ら 逃 げ る の を 防 止 す る よ う に 、

前 記 案 内 部 材 と 関 係 す る 位 置 に 配 置 工 程 と
、
　 （ ｄ ） 前 記 フ ィ ル タ を 取 り 囲 む よ う に カ テ ー テ ル を 配 置 、 前 記 フ ィ ル タ
装 置 と 前 記 捕 獲 カ テ ー テ ル を 前 記 患 者 の 血 管 か ら 除 く 工 程 と 、
を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
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【 請 求 項 １ ５ 】
　 捕 獲 カ テ ー テ ル を 前 記 案 内 部 材 に ロ ッ ク す る 工 程 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 フ ィ ル タ を 展 開 す る た め に 、 前 記 作 動 部 材 を 作 動 さ せ る 工 程 を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 フ ィ ル タ を 引 っ 込 め る 工 程 は 、 前 記 フ ィ ル タ の 開 口 し た 近 位 端 が 前 記 案 内 部 材 に 接
触 さ れ る ま で 、 前 記 フ ィ ル タ の 近 位 端 を 引 っ 込 め る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 フ ィ ル タ を 引 っ 込 め る 工 程 は 、 前 記 フ ィ ル タ の 開 口 し た 近 位 端 を 前 記 案 内 部 材 の 前
記 内 腔 の 中 に 引 っ 込 め る 工 程 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 フ ィ ル タ を 展 開 す る 工 程 は 前 記 フ ィ ル タ を 前 記 内 腔 か ら 押 す 工 程 を 具 え る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 開 口 部 を 形 成 す る た め に 前 記 フ ィ ル タ の 近 位 端 を 拡 張 す る 工 程 を さ ら に 具 え る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 近 位 端 を 拡 張 す る 工 程 は 、 前 記 内 腔 に 配 置 さ れ た 作 動 部 材 の 回 転 移 動 を 通 て 前 記
近 位 端 を 自 動 的 に 拡 張 す る 工 程 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 血 管 フ ィ ル タ 装 置 を 取 り 除 く 方 法 で あ っ て 、
（ ａ ） 案 内 部 材 の 内 腔 に 遠 位 方 向 で 配 置 さ れ た 作 動 部 材 を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 フ ィ
ル タ 組 立 体 の フ ィ ル タ を 前 記 案 内 部 材 か ら

展 開
、 前 記

フ ィ ル タ の 開 口 さ れ た 端 前 記 案 内 部 材 と 協 働 す る 位 置 に 配 置
る 工 程 と 、

（ ｂ ） 捕 獲 カ テ ー テ ル を 前 記 フ ィ ル タ を よ う に 配 置 、 前 記 フ ィ ル タ 装 置
お よ び 捕 獲 カ テ ー テ ル を 患 者 の 脈 管 構 造 か ら 取 り 除 く 工 程 と 、
を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 フ ィ ル タ を 引 っ 込 め る 工 程 は 、 方 向 に 作 動 要 素 を 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 近
位 方 向 に 前 記 作 動 部 材 を 移 動 す る 工 程 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 作 動 部 材 を 移 動 す る 工 程 は 、 前 記 作 動 部 材 を 動 か す た め に 前 記 作 動 要 素 に 接 続 さ れ
た 第 1ク ラ ン プ セ ッ ト を 移 動 さ せ る 工 程 を 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 作 動 部 材 を 移 動 す る 工 程 、 前 記 作 動 部 材 を 移 動 す る た め に 、 手 に よ っ て 前 記 作 動
要 素 を 移 動 さ せ る 工 程 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 捕 獲 カ テ ー テ ル を 前 記 案 内 部 材 に 固 定 す る 工 程 を さ ら に 具 え る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 に 記 載 の 方 法 。
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